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７月３０日のウクライナ情報 
安斎育郎 

❶ カマラ・ハリス旋風？ハリスがトランプを逆転???-日本のマスコミが「ハリスがト

ランプを逆転」と報じているが、事実と違う(及川幸久、2024 年 7 月 27 日) 
民主党とマスコミがハリスのいいイメージを躍起になって描き、ハネムーン期間になっている。しか

し、ハネムーンは長くない。 

https://x.com/i/status/1817178738662248484 

 

https://x.com/oikawa_yukihisa/status/1817178738662248484?s=09 

 

❷あんた何様？（2024 年 7 月 28 日） 
 いつも、空から聞こえてくる。 

「あーしろ、こーしろ、これは義務だ、警告するぞ」と。 

あんたたち、誰？ 

誰に向かって言ってんの？ 

 ショルツ🇩🇪首相が「ウクライナに関する次の首脳会談にロシアは出席しなければならない」と言った

とか 

 何でショルツが命令 

https://x.com/i/status/1817216759499247837 

 

https://x.com/Kumi_japonesa/status/1817216759499247837?s=09 

 

❸プーチンを悪魔に仕立て上げた言説オンパレード(2024 年 7 月 27 日) 

https://x.com/i/status/1817178738662248484
https://x.com/oikawa_yukihisa/status/1817178738662248484?s=09
https://x.com/i/status/1817216759499247837
https://x.com/Kumi_japonesa/status/1817216759499247837?s=09
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プーチン："ベトナムで勝っていると言ったのも、サダム・フセインが大量破壊兵器で攻撃しようとし

ていると言ったのも、アフガニスタンは「勝利」だと言ったのも、バイデンは「切れ者」だと言ったのも、

同じ人たちだ。 

その同じ人たちが、ロシアは侵略者だ、そしてウクライナは民主主義だと言ってきた。NATO の拡大

は関係ないと。 

彼らは嘘つきだ。" 

https://x.com/i/status/1817210562029518928 

 

https://x.com/ShortShort_News/status/1817210562029518928?s=09 

 

❹ロシア外務省 人身取引世界反対デー ウクライナの状況 マリア・ザハロワ報道官 

Russia MFA Briefing 2024/07/24 

 https://youtu.be/3MzwhuH_ucc 

 

https://www.youtube.com/watch?v=3MzwhuH_ucc 

 

❺ウクライナ移民がウクライナ大使館前で抗議活動、「我々は帰国しない」（2024 年 7

月 28 日） 

https://x.com/i/status/1817210562029518928
https://x.com/ShortShort_News/status/1817210562029518928?s=09
https://youtu.be/3MzwhuH_ucc
https://www.youtube.com/watch?v=3MzwhuH_ucc
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ウクライナ移民が在チェコ大使館前で抗議活動を行った。領事部は移民のパスポート更新手続きを

停止しており、事実上、帰国を強制している。 

パスポートの有効期間が過ぎる場合、移民は就労の機会を奪われ、さらにはチェコ国内の口座が凍

結される。 

大使館側は帰国したうえでパスポートの更新手続きを行うよう要求している。しかし、これは動員対

象のウクライナ国民にとって前線送りを意味することから、移民側は大使館側の要求を拒否しており、

抗議活動に出ている。 

 
https://sputniknews.jp/20240728/18887085.html 

〈関連映像〉 

https://sputniknews.jp/20240728/18887085.html 

 

❻昨年のウクライナの「攻撃」は「愚か」だったと、アゾフ連隊の参謀長が語る(２０２４年

７月２７日) 
ボグダン・クロテヴィチは、 

ウクライナのメディアとのインタビューで、敵の 5 つの防衛線を攻撃するのは『愚か』だったが、ウク

ライナ軍はまだこのことを理解していない、と述べた。   

彼の主張によれば、AFU の第 47 旅団がトクマク付近のロシア防衛線を突破しようとした途端、隣

のウクライナ旅団が自軍旅団に発砲し始め、「乱闘」が始まったという。 結局、ウクライナ兵は撤退した。 

https://x.com/i/status/1817145756996010382 

 
https://x.com/Z58633894/status/1817145756996010382?s=09 

https://sputniknews.jp/20240728/18887085.html
https://sputniknews.jp/20240728/18887085.html
https://x.com/i/status/1817145756996010382
https://x.com/Z58633894/status/1817145756996010382?s=09


4 

 

❼スコット・リッター、カナダ人に大演説(２０２４年７月２７日) 
 https://x.com/i/status/1817118351338185010 

 

https://x.com/4mYeeFHhA6H1OnF/status/1817118351338185010?s=09 

 

❽クピャンスク方面、ステルマホフカ。ロシア軍がウクライナ軍の塹壕拠点を次々と掃

討(２０２４年７月２７日) 

https://x.com/i/status/1817035854348779739 

 
https://x.com/GyotokuShogi/status/1817035854348779739?s=09 

 

❾宇に供与の F16 は単なる時代遅れの兵器の 1 つ＝ブラジル人専門家（2024 年 7

月 28 日） 
 米国製 F16 戦闘機のウクライナへの供与は、メディアでは話題になっても、戦況を変えることはで

きない。なぜならウクライナ軍は F16 そのものの状態、パイロットの訓練、移動などの問題に直面す

https://x.com/i/status/1817118351338185010
https://x.com/4mYeeFHhA6H1OnF/status/1817118351338185010?s=09
https://x.com/i/status/1817035854348779739
https://x.com/GyotokuShogi/status/1817035854348779739?s=09
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ることになるからだ。 南米政治戦略研究所（ISAPE）のファブリシオ・アビラ所長がスプートニクに語

った。 

同氏によると、ウクライナのパイロットはそのキャリアを通じてミグ 29 戦闘機の操縦に慣れ親しん

でいるが、今後は F16 と NATO の基準に適応するためにすべてをリセットしなければならない。 

一方、デンマークやオランダなどの国々は、それに代わってより近代的な戦闘機を購入するために、

F16 をウクライナに供与している。ISAPE のジョアン・ガブリエル・バーマン研究員はこのような考え

を示している。 

「これによって自国の防衛産業の勢いが増し、航空機生産の需要が増加する。したがって、これらの

国々は完全に利他的というわけではない」 

 
https://sputniknews.jp/20240728/f161-18884596.html 

 

❿世界は少しずつロシアを支持し始めた＝ハンガリー首相（2024 年 7 月 27 日） 
西側諸国は全世界に対してロシアに反対するよう指示したが、実際のところは、すべての国が少し

ずつロシアを支持し始めた。ハンガリーのオルバン首相が述べた。ハンガリーのメディアが報じた。 

オルバン首相は、中国、インド、イランを含む「世界の大国たち」がロシアを支持していると指摘した。

また、「NATO 加盟国のトルコやイスラム世界が突然ロシアをパートナーとみなした」ことにも驚きを

覚えたという。 

またオルバン首相は、ロシアの行動は論理的であり、「超合理的な統制下」にあるが、一方で、西側諸

国は予測不可能かつ制御不能であり、欧州はアジアの急速な台頭に対処することができないと指摘し

た。 

オルバン首相は 6 月、欧州理事会のミシェル議長に書簡を送り、ロシアとの外交関係再開を呼びか

けた。 

 
https://sputniknews.jp/20240727/18884223.html 

https://sputniknews.jp/20240728/f161-18884596.html

